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日時：2015年 10月 17日（土）14時から 17時 

会場：戸山キャンパス 33号館 16階第 10会議室 

 

 このたび開催された「信頼社会」研究の 2015年度第 3回研究会では、参加者約 15 名と

ともに、二つの話題提供と質疑が行なわれた。話題提供者は、高橋敏夫先生（本学教授）

と平野寛弥先生（目白大学）である。 

 

高橋敏夫先生（本学）「『なかま』の誕生―山本周五郎文学から学ぶこと」のまとめ 

 高橋報告では、歴史時代小説ジャンルで、３・１１以後、「なかま」の形成をめぐる作

品が増えていることが、佐々木譲、宮部みゆきなどの具体的な作品を挙げながら示された。

これら大衆小説の動向に比し、いわゆる純文学系の作品では、「なかま」の形成の動きは

見られず、かえって「なかま」への不信感がたかまっている。ただし、これは純文学と大

衆文学の成立時からみられ、あくまでも個の孤独に傾く純文学に対し、一人では生きられ

ぬ者たちの文学こそ大衆文学であった。「不信」にこだわる純文学と、「信頼」を糧にす

る大衆文学と。ただし、大衆文学の「信頼」には大勢順応的なものと、今ある擬似的な信

頼関係を疑い、新たな「信頼」形成に向けてすすむものとがある。山本周五郎こそ後者を

代表する作家だとして、作品『さぶ』を論じた。近年の「なかま」形成をえがく作品群は、

３・１１の際に言祝がれた「絆」「オールジャパン」といった国家主導の集団形成ではな

く、あくまでも下からの、水平的な「なかま」を目指していると指摘、話を締めくくった。 

                                  （高橋先生記） 

 

平野寛弥先生（目白大学）「『多様な互酬性』論の可能性」のまとめ 

「『多様な互酬性』論の可能性：“信頼社会”構築に向けた一考察」と題する平野報告

では、まず社会政策における互酬性論の変遷が紹介され，新たな互酬性論として提案さ

れている「多様な互酬性」が，個人主義的な社会関係（権利‐義務の対応関係）に拠り

つつも，より開かれた包摂を可能にする点が指摘された。そのうえで，「多様な互酬性」

の下で諸個人が別の他者に向けて義務を履行していくようにすると，見知らぬ他者を巻

き込んだ贈与の環が形成され，開かれた互酬性の成立につながるとともに一般的信頼の

醸成にも資するのではないか，との提起があった．報告終了後、「多様な互酬性」が前

提とする“相互依存”への疑義や義務履行の困難な人々が排除される可能性への危惧が

表明されたほか，互酬性の規範を発動する上で宗教が個人に与える動機付けへの言及，

さらには互酬性の規範が及ぶ範囲は現行の国家を超えうるのか，また互酬性の維持はな

んらかのシンボルを必要とするのかといった論争的な問題提起などがあり、学部生を含

む活発な意見交換が行われた。（平野先生記） 

（報告書とりまとめ：御子柴善之） 


